
○残りビエ対策（ハーブ米・つや姫に使用する場合は使用回数は１回です） 

除草剤名 使用時期 
使用量 

（10ａあたり） 
使用方法 

使用 

回数 

クリンチャー 

１キロ粒剤 

移植後 ７日～ノビエ４葉期 

収穫３０日前まで 
１㎏ 

水を十分にためて散布。 

ノビエ専用剤 

２回 

以内 

移植後２５日～ノビエ５葉期 

収穫３０日前まで 
１．５㎏ 

クリンチャーＥＷ 
移植後２０日～ノビエ６葉期 

収穫３０日前まで 

薬量１００ｍｌ 

水量２５～１００ℓ 

湛水散布又は落水散布。 

ノビエ専用剤 

クリンチャーバス 

ＭＥ液剤 
移植後１５日～ノビエ５葉期 

収穫５０日前まで 

薬量１０００ｍｌ 

水量７０～１００ℓ 

落水散布（足跡に水が残っ

ている程度）広葉雑草にも

効果あり。 

○紋枯及び稲こうじ病予防 

高温多湿（２８℃～３２℃）の条件で発生しやすくなり、幼穂形成期ごろから病気の勢いがよくなるので、そ

の頃が重要な防除時期にあたります。特に昨年発生した水田では発生する可能性が高いので、予防を徹底して

下さい。 

※ＪＡ育苗センター使用の稲大将箱粒剤には紋枯れ病の予防剤が含まれております。 

対象病害 農薬名 使用時期 
使用量 

（10ａあたり） 

いもち病予防 コラトップ粒剤 5 
６月中旬 葉いもちには初発 10 日前～初発

時 穂いもちには出穂 30日前～５日前まで 
３～４ｋｇ 

紋枯病予防 バリダシン粉剤ＤＬ 
穂ばらみ期～出穂期 

収穫１４日前まで 
３～４ｋｇ 

紋枯病 

稲こうじ病予防 
モンガリット粒剤 

出穂 2～３週間前に水深 3ｃｍ以上で散布 

収穫３０日前まで 
３～４ｋｇ 

○穂肥 

穂肥については籾数の確保・粒重量増加のため以下の例に基づき、田んぼの状況にあわせて行いましょう。 

注：穂肥の多施用は倒伏の原因となります。特にコシヒカリについては葉色を見て施用量を減らすなどの調節を

して下さい。 

品 種 施肥時期（幼穂長） 
穂肥 化成肥料 17-0-17 

（１０aあたり） 

つきあかり 
１回目 出穂２５日前（１㎜程度） ９ｋｇ 

２回目 出穂１５日前 ９ｋｇ 

コシヒカリ 
１回目 出穂２０日～１８日前（５～８㎜） ７～８ｋｇ 

２回目 出穂１０日前 ７～８ｋｇ 

・こめ次郎くんを使用する場合は、出穂 25日前に 30kg／10ａを１回施用。 

・セラコート R ワン・楽一を使用の場合穂肥は不要です。 

・きぬむすめでは穂肥までに葉色が落ちた場合（７月上旬～中旬）、化成肥料 17-0-17 を６ｋｇ/10ａ程度つ

なぎ肥を行って下さい。 


